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佐
用
町
の
豪
雨
災
害

〜
相
次
ぐ
豪
雨
に
よ
る
水
害
、
被
害
軽
減
の
た
め
の
今
後
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
〜

相
次
ぐ
豪
雨
に
よ
る
水
害

佐
用
町
周
辺
の
集
中
豪
雨

水
位
の
急
上
昇
と

水
の
流
れ
の
怖
さ

　　

2
0
0
8
年
に
は
、
神
戸
市
の
都
賀
川

に
お
い
て
、
短
時
間
の
集
中
的
な
大
雨
で

あ
る
「
局
地
的
大
雨
」
に
よ
る
水
位
急
上

昇
に
よ
り
、
5
名
の
人
的
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
昨
年
（
2
0
0
9
年
）
8
月
9

日
に
は
佐
用
町
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害

が
発
生
し
、
兵
庫
県
内
で
23
名
の
人
的
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近

畿
地
方
で
は
豪
雨
に
よ
る
水
害
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
静
岡
大
学
防
災
総
合
セ
ン

タ
ー 

牛
山
準
教
授
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

1
9
8
0
年
代
以
降
で
見
る
と
2
0
0
4

年
台
風
23
号(

洪
水
に
よ
る
犠
牲
者
32

名)

、1
9
8
2
年
7
月
豪
雨(

長
崎
豪
雨
・

同
約
30
名)

に
次
い
で
3
番
目
の
人
的
被

害
規
模
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　　

昨
年
（
2
0
0
9
年
）
8
月
9
日
夜
に

発
生
し
た
集
中
豪
雨
で
は
、
兵
庫
県
西
部

の
佐
用
町
に
お
い
て
大
規
模
な
は
ん
濫
を

引
き
お
こ
し
、
家
屋
の
損
壊
や
多
数
の
死

傷
者
、
行
方
不
明
者
を
生
じ
ま
し
た
。
こ

の
災
害
は
、
2
0
0
9
年
8
月
9
日
か
ら

10
日
に
か
け
て
、
兵
庫
県
西
部
を
中
心
と

し
た
、
台
風
9
号
の
北
側
に
発
達
し
た
停

滞
前
線
の
豪
雨
に
よ
る
も
の
で
す
。

兵
庫
県
佐
用
町
で
は
、
8
月
9
日
18
時
時

点
で
24
時
間
雨
量
1
1
3
ミ
リ
と
こ
の
地

域
と
し
て
は
ま
と
ま
っ
た
雨
が
す
で
に

降
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
佐
用
観
測

所
で
は
、
20
時(

5
9.

5
ミ
リ)

、
21
時

(

8
1.

5
ミ
リ)

と
記
録
的
な
1
時
間
雨

量
が
連
続
し
て
発
生
し
ま
し
た
。
図
1
に

8
月
9
日
の
21
時
の
レ
ー
ダ
に
よ
る
降
雨

域
の
分
布(

左
図)

と
20
時
〜
21
時
ま
で

の
1
時
間
の
地
上
雨
量
分
布
図
（
右
図
）

を
示
し
て
い
ま
す
。
図
1
を
み
る
と
、
佐

用
町
付
近
の
非
常
に
狭
い
範
囲
に
豪
雨
が

も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
今

回
の
集
中
豪
雨
は
、
図
2
に
示
す
よ
う
に

ま
と
ま
っ
た
長
時
間
の
雨
が
あ
っ
た
後
、

非
常
に
激
し
い
短
時
間
雨
量
が
発
生
す
る

と
い
う
降
り
方
で
あ
り
、
災
害
が
極
め
て

短
時
間
の
う
ち
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
佐

用
観
測
所
で
の
最
大
24
時
間
雨
量
3
2
7

ミ
リ
を
最
高
と
し
て
、
佐
用
町
付
近
で
は

3
0
0
ミ
リ
前
後
の
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。

3
時
間
雨
量
で
は
佐
用
観
測
所
1
7
9
ミ

リ
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　　

図
2
を
み
る
と
、
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、

佐
用
水
位
観
測
所
（
氾
濫
危
険
水
位

3.

8
m
、
堤
防
天
端
高
約
4.

8
ｍ
、
右

岸
が
若
干
低
い
）
の
水
位
は
20
時
か
ら
急

上
昇
し
て
お
り
、
22
時
に
最
高
水
位

5.

0
1
ｍ
、
3
時
間
の
水
位
上
昇
量
は
約

2.

5
m
に
達
し
ま
し
た
。
避
難
先
に
歩

い
て
向
か
う
途
中
に
住
民
が
流
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
場
所
付
近
の
水
位
は
0.

8
〜

1.

7
m
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
、
県
と

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
の
合
同
調

査
で
分
か
り
ま
し
た
。
土
木
学
会
関
西
支

部
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
調
査
で
は
、
今

回
の
豪
雨
で
、
河
川
は
ん
濫
に
伴
う
浸
水

被
害
を
受
け
た
佐
用
町
久
崎
地
区
で
、
あ

ふ
れ
た
水
の
流
れ
が
人
や
物
体
に
及
ぼ
す

力
（
流
体
力
）
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は

1
0
0
キ
ロ
以
上
に
達
し
て
い
た
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
人
が
耐
え
う
る
流
体
力
は

一
般
に
20
〜
30
キ
ロ
と
さ
れ
、
あ
ふ
れ
た

流
水
の
脅
威
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
災
害

で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

  

 

非常に狭い範囲に集中非常に狭い範囲に集中非常に狭い範囲に集中 非常に狭い範囲に集中非常に狭い範囲に集中非常に狭い範囲に集中

図 1　8月 9日 21 時レーダ雨量分布と 21 時までの 1時間地上雨量分布図（気象庁HPより）

図 2　佐用川佐用水位、佐用時間雨量（佐用町災害復興計画検討委員会資料より）

はん濫危険水位 21:50
最高水位 5.01m

20～21:00
時間雨量 81.5mm



特集被
害
軽
減
の
た
め
の
今
後
の

検
討
課
題

短
時
間
強
雨
の
増
加
と

水
災
害
監
視
の
強
化

　

国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
の
佐
用
町
被
害
調
査
時
の
現
地
聞
き
取

り
調
査
（
2
0
0
9
年
9
月
）
か
ら
、
被

害
軽
減
の
た
め
の
今
後
の
検
討
課
題
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

○
災
害
対
策
本
部
の
機
能
確
保
：
浸
水
を

想
定
し
た
立
地
、
設
備
の
充
実
、
確
実
な

職
員
参
集
と
職
員
配
置
の
検
討
。

○
シ
ス
テ
ム
経
由
で
配
信
さ
れ
る
水
位
情

報
の
抱
え
る
危
険
性
を
十
分
に
考
慮
し
た

体
制
の
検
討
。

○
避
難
所
の
指
定
：
洪
水
時
に
川
を
渡
る

よ
う
な
避
難
所
指
定
は
不
適
切
。

○
避
難
路
の
安
全
確
保
：
住
民
に
対
し
安

全
な
避
難
路
（
高
い
、
明
る
い
等
）
の
指

定
と
水
害
時
の
避
難
路
の
浸
水
状
況
等
に

関
す
る
情
報
提
供
が
必
要
。

○
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
：
水
位
が
避
難

判
断
水
位
に
達
し
た
時
点
（
19
時
50
分
）

は
周
辺
が
暗
く
な
っ
て
お
り
ま
た
流
出
水

等
に
よ
り
す
で
に
安
全
な
避
難
が
出
来
る

よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
本
郷
町
、

幕
山
川
に
つ
い
て
は
水
位
計
等
な
く
状
況

把
握
で
き
ず
。
避
難
勧
告
時
点
で
は
既
に

避
難
不
可
能
。
避
難
す
る
こ
と
の
適
否（
待

機
し
て
助
か
っ
た
人
、
一
方
で
倒
壊
家
屋

も
多
数
）。

○
情
報
伝
達
：
21
時
20
分
と
い
う
時
刻
で
、

防
災
無
線
を
聞
い
た
の
は
少
数
で
あ
っ

た
。
非
常
時
の
情
報
伝
達
方
法
の
見
直
し

が
必
要
。

○
車
中
で
の
死
亡
事
故
：
道
路
の
冠
水
情

報
や
交
通
規
制
等
の
重
要
性
、
山
間
部
で

の
流
体
力
の
大
き
さ
。

○
防
災
担
当
者
の
情
報
収
集
力
：
非
常
時

に
管
轄
内
の
状
況
を
把
握
す
る
仕
組
み
作

り
（
モ
ニ
タ
ー
の
委
任
、
監
視
カ
メ
ラ
、

高
台
か
ら
の
監
視
等
）

　

最
近
で
は
、
図
3
に
示
す
よ
う
に
1
時

間
50
ミ
リ
を
超
え
る
非
常
に
激
し
い
雨
の

発
生
回
数
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

最
近
10
年
（
1
9
9
8
年
〜
2
0
0
7
年
）

で
は
、
そ
の
前
の
10
年
（
1
9
8
8
年
〜

1
9
9
7
年
）
と
比
べ
て
、
約
1.

3
倍

も
発
生
回
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
集
中
豪
雨
や
局
地
的

大
雨
に
よ
る
水
害
へ
の
対
策
も
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
堤
防
強
化
な
ど
ハ
ー

ド
対
策
だ
け
で
な
く
、
水
災
害
を
も
た
ら

す
可
能
性
の
あ
る
雨
雲
の
監
視
や
は
ん
濫

発
生
の
有
無
、
は
ん
濫
が
発
生
す
る
可
能

性
の
あ
る
場
合
に
は
は
ん
濫
規
模
の
想
定

を
行
う
と
い
う
よ
う
な
ソ
フ
ト
対
策
も
並

行
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
短
時

間
強
雨
の
発
生
回
数
の
増
加
に
よ
る
は
ん

濫
等
の
監
視
の
た
め
、
三
大
都
市
圏
等

（
レ
ー
ダ
の
観
測
範
囲
に
は
猪
名
川
流
域

も
含
ま
れ
る
）
に
高
解
像
度
の
Ｘ
バ
ン
ド

Ｍ
Ｐ
レ
ー
ダ
を
整
備
し
、
空
間
的
に

2
5
0
〜
5
0
0
m
程
度
、
時
間
的
に
1

分
程
度
毎
の
監
視
を
行
い
、
集
中
豪
雨
や

局
地
的
な
大
雨
に
よ
る
洪
水
予
測
や
警
報

装
置
に
よ
る
河
川
利
用
者
へ
の
情
報
提
供

等
の
危
機
管
理
対
応
の
強
化
を
図
っ
て
い

ま
す
（
図
4
参
照
）。
ま
た
、
大
雨
や
浸

水
に
関
す
る
情
報
を
一
般
の
方
の
携
帯
電

話
か
ら
通
報
し
て
頂
き
そ
の
情
報
を
基

に
、
流
域
の
皆
様
に
い
ち
早
く
浸
水
情
報

を
お
伝
え
す
る
浸
水
モ
ニ
タ
ー
制
度
（
図

5
参
照
）
な
ど
の
実
証
実
験
を
行
う
な
ど

ソ
フ
ト
対
策
の
検
討
も
進
め
て
い
ま
す
。

※

集
中
豪
雨:

数
時
間
、
狭
い
範
囲
に
集

中
的
に
降
る
雨
の
こ
と
。

※

局
地
的
大
雨
：
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
も
呼
ば

れ
、
数
十
分
〜
1
時
間
、
か
な
り
狭
い
範

囲
に
降
る
雨
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

 

  

回

数

図 3　1時間 50mm以上の非常に激しい雨の発生回数（気象庁より）

　　　　　　（全国 1000 地点あたりの発生回数）

増 加

図 4　解像度の高いXバンドMPレーダとレーダ観測雨量を

　　　使った洪水予測モデルイメージ
図 5　浸水モニター制度イメージ



猪名川流域の総合治水対策猪名川流域の総合治水対策

浸水予想区域図の公表や警戒標識の設置
などで注意と協力を呼びかけています。

川を広げたり、堤防を築いたり、様々な
河川工事を行って洪水から街を守ります。

河川対策 流域対策 被害軽減対策
一時的に雨水を校庭や公園などにためたり、
調節池などで一度に川へ水が流れ出るのを
防ぎます。透水性舗装などで雨水が地面に
しみこむようにします。

猪名川流域では「総合治水対策」による河川・流域の整備を行っています。猪名川
流域は、都市化のスピードが速かったので、河川の整備を中心とする河川対策だ
けでは、治水への対応が十分でありません。そのため、水を一時的に貯めておく
施設の設置などをおこなう流域対策や、洪水時の被害を軽減する対策を同時に
おこなっています。

～避難誘導体制の構築などへの取り組み～～避難誘導体制の構築などへの取り組み～～避難誘導体制の構築などへの取り組み～
猪名川流域では、総合治水対策により河川整備や流域整備を進めていますが、さらに水害に強い地域をめざして、
猪名川流域総合治水対策協議会のなかに「情報伝達や避難体制の構築に係る専門部会」を設けて、検討を進めています。

猪名川流域総合治水対策協議会の構成組織：国土交通省近畿地方整備局・大阪府・兵庫県・豊中市・池田市・
箕面市・豊能町・能勢町・尼崎市・伊丹市・川西市・宝塚市・猪名川町・水資源機構関西支社

流域内での被災状況等の情報入手・共有化のための環境整備を進め、
増水時における円滑な情報連絡体制を確保できるよう、情報共有化
訓練をおこなったり、ポータルサイトを構築しております。

●雨量情報、水位情報を入手するルートの把握、整備。

●降雨予測・水位予測に関する技術の構築。
住民の確実な避難のために、猪名川流域に特化した降雨予測システム・
水位予測システムを構築し、予測精度の向上・検証をおこなっています。
また、浸水モニター制度の実証実験に取り組み始めました。

●避難勧告等に関する判断。基準の明確化。
避難勧告発令の明確な基準を整備するため、降雨、水位条件等による
判断目安の設定や時間帯別発表方法などの検討をおこなっています。
協議会では、避難勧告発令マニュアルの作成支援を引き続きおこなっています。

●迅速かつ適切な情報伝達手段の構築。情報回線の多重化。自主防災組織の活用。
住民への広範な情報伝達手段として、携帯メールシステムを運用したり、メディア
との連携方策の検討をおこなっています。また、利用者が集中しインターネット
回線につながりにくくなる等の課題があり、光ケーブル網の整備・活用を検討しております。

●災害弱者の避難誘導。避難場所の確保。効果的な物資備蓄。
要援護者等への支援は行政や消防のみの対応では困難などの課題があり、自主防災組織の
実態調査をおこない、自主防災組織の活用策を検討しています。そのほか、各市町では、
避難誘導体制の構築検討に取り組んでいます。

●防災組織に係る初動体制の確保。教育、啓発活動等。
まるごとまちごとハザードマップの整備をすすめ、設置場所の協議や選定をおこなっています。
流域住民への啓発や情報提供を図るため、河川情報表示板の活用検討や、 出前講座および
DIG訓練（災害図上訓練）などを実施することにより、浸水に関する意識の向上につながる
ような活動をおこなっています。
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　改修前
（イメージ）

　改修後
（イメージ）

　校庭貯留
　（イメージ）

駐車場貯留（イメージ）
河川情報表示板
による情報発信

携帯電話による
防災情報の発信
http://i.river.go.jp

透水性舗装
（イメージ）

まるごとまちごと
ハザードマップの
　　　展開

（水害避難シュミレーション）
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